平成２５年度第３回青森市健康福祉審議会地域保健専門分科会　会議概要
日　　時：平成２６年３月２７日（木）　午後１時００分～２時３０分

場　　所：青森市保健所（元気プラザ）　１階会議室

出席委員：北谷安晴委員、嶋中繁樹委員、成田祥耕委員、堀内芳男委員、村松　薫委員、

山田弘治委員

（臨時委員）近藤　文俊委員、山谷　詠子委員　　　　　　　　　　　　《計８名》

欠席委員：三浦祐一委員

事務局：健康福祉部青森市保健所長　野村由美子、

　　　　　健康福祉部理事青森市保健所副所長事務取扱　今村貴宏、

保健予防課長　佐々木祐子、健康づくり推進課長　里村誠司、

浪岡事務所健康福祉課長　山口朋子、

健康づくり推進課副参事兼健康支援室長　浦田浩美、

　　　　　保健予防課主幹　八木橋卓也、

健康づくり推進課主幹　倉光浩一、小形麻理、樋口正美、鈴木久美子、

同課主査　種市靖子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《計１２名》

会議次第　
　１　開会

２　所長あいさつ

３　案件

（仮称）青森市健康増進計画（素案）策定について

議事要旨

　
案件　　（仮称）青森市健康増進計画(素案)策定について

・資料１～4　(仮称)青森市健康増進計画の素案について事務局から、市民の健康の現状と課題について、資料１～４を説明。特に資料３の各論について、基本方向に即した説明があった。
・基本方向１について

質疑応答、意見
（委　員）基本方向１の内容について、先日、「元気都市あおもり健康アップ推進会議」が開催され、その中で、健康づくりリーダーと健康づくりサポーターを育成していくという具体的な話があった。このことについて、もっと進めていくということか。
（事務局）（事務局から、「元気都市あおもり健康アップ推進会議」の概要に関する資料を追加配布）「元気都市あおもり健康アップ推進会議」（以下、「健康アップ推進会議」という。）は、今後、行政及び学校や地域、企業等関係団体の皆様と連携し、市民の健康づくりを進めていくため開催しており、一部の地域保健専門分科会委員においては、関係団体のお立場から出席いただいた。昨年の短命市の公表を受け、市では、健康増進計画策定を待たずに、できるところから先行的に取組を進めることとしたことから、今年度、既に、健康づくりサポーターを育成している。さらに、地域の健康づくりを牽引していく人材として、健康づくりリーダーを育成していくことを考えている。

（委　員）基本方向１についての考え方はこれで良いが、具体的に事業所の中でのヘルスリテラシーを向上させるためにどこにどう入っていくか、また、子どもの頃からの健康を考え、改善するためにどうしていくかなどを、具体的に考えておかなければならないと思う。
　　　　例えば、学校に関して言えば、子ども達が使っている教科書にも、健康について詳しく書かれているが、大事なことは、まず学校の先生達に教えることではないかと思う。テレビで、子どもたちが「高血圧って病気なの？」という話をしていたのを見たことがあるが、恐らく、「高血圧はたいしたことではない」という意識がかなりあるのではないかと思う。子ども達を教えるのは学校の先生だから、まず、学校の先生にヘルスリテラシーをきちんと教えていかなければならないと思う。理念としてはこれで良いと思うが、具体的にどうやったらいいかを考えておいたほうが良い。

（事務局）健康アップ推進会議では、医師会、歯科医師会、薬剤師会、小中学校長会、教育委員会にも入っていただいており、この活動の中でも、子どもの頃から健康づくりの取組について、考えていきたいと思っている。

・基本方向２について
質疑応答、意見
（委　員）年度末になると、検診を受けていない人達には受けるように案内が来ると思う。医療機関に通院中の人の場合、まだ今年の検診を受診していない方には、その場で勧めることができるが、医療機関に通院していない人には、医療機関でも勧めようがない。年度末の受診の案内にはどれくらい効果があるのか。実際に受診しているものか。
（事務局）がん検診無料クーポン券を送った方で、未利用者の方には電話で受診の勧奨を行っている。また、がん検診で要精密検査となった方で精密検査未受診の方にはハガキにより受診を勧奨している。これらにより、年度末での駆け込み受診する方もいる。　
（委　員）がんの要精検者については、医師会でも、各医療機関に確認をしてもらい、医療機関の側で受診状況をチェックし、未受診の方には医療機関からも受診を勧奨しており、医療機関に通院している方々の精検受診率を上げているという実態がある。しかし、医療機関に通院していない人の場合は、精密検査を指示されたとき、その精密検査を受診しているのか実態がわからない。受診勧奨の電話などは、かなり有効性が高いと思われるので、是非今後も続けていただきたい。
（議　長）電話による受診勧奨は、クーポン券を送った方々が対象で、クーポン券の対象ではない方々への受診勧奨はお知らせをしているだけで、何のアクションも起こしていないということになるか。

（委　員）医療機関に通院している方については、医療機関も後押ししていけるが、そうではない人もたくさんいる実情があるので、やはり、受診勧奨していくということは必要であると思う。

（議　長）特定健康診査の受診率というのは出るか。

（事務局）青森市が出せる特定健康診査の受診率は、青森市の国民健康保険被保険者の特定健康診査受診率である。
（議　長）国民健康保険の方々の受診率を上げていくということだけではなく、市の職員が徹底して受診を心がける、また、先ほど、教職員から教育をしていかなくてはならないということがありましたが、そういう意味では、教職員の受診も徹底していくなどの取組も必要であると思う。先日の健康アップ推進会議には、青森に本店のある企業の方も出席していたが、そのようなところをターゲットとして、受診勧奨をしっかり行っていくという動きも必要と思うのでご検討いただきたい。

（委　員）健診センターでは、青森市内の事業者の健診委託を受けて実施している。先日の会議では、商工会議所では約１万５千の事業所があるとのことであったが、そのうち約２千の事業所は、健診センターが引き受けている。それ以外の事業者では、医療機関や他の健診機関を利用したり、本社が県外の場合は、本社の健診体制の中で受診したりなど、さまざまな形で健（検）診を行っているものと思う。また、健診を行っていないところもあるかもしれない。その実態、全体像がつかみきれていないので、実態を把握する努力も必要なのではないかと感じている。
（事務局）事業所に対しての働きかけについて、計画に載せていく必要があるものと思う。
・基本方向３について
　「栄養･食生活」について
質疑応答、意見
（委　員）栄養成分表示店等の対象については、ある程度大きい飲食店、あるいは全国チェーン等、様々あると思うが、どのように考えているか。
（事務局）飲食店に対しては、これまで、たばこ対策の普及啓発を進めてきており、これら関係のある飲食店等を足がかりとして働きかけを行っていきたいと考えている。
「身体活動･運動」について
質疑応答、意見
（委　員） 市民センター等でも健康教室を行っていたり、寿大学などでも運動の教室を行うなど、
運動は色々な場でたくさん行われているが、せっかく計画を策定するので、市として、運動に関して、基本的な考え方や統一した方向性を持ち、運動指導や体操教室等を行う場合には、その視点から各講師の先生方にも指導を行うよう、市としても統一性のあるアプローチを行っていければよいのではないかと思う。
（事務局）ご意見を踏まえて参りたい。

「休養・飲酒」について
　質疑応答、意見
なし。

「喫煙」について
　事務局から、「青森市たばこの健康被害防止対策ガイドライン」について紹介。

質疑応答、意見
なし。

「歯・口腔の健康づくり」について
質疑応答、意見
（議　長）フッ化物の塗布について、現在、対象は1歳半から3歳までの間での希望者ということだが、それ以外の年齢にも広げていっていただきたいと思う。また、歯周疾患の健診は受診率が低い。40歳、50歳、60歳、70歳での健診通知がきた年、受診を忘れてしまうと、あと10年間、無料での健診機会はなくなるので、10年待つのではなく、何回か受けられる機会を増やしていただきたいと思う。
歯科医師会では、8020運動として、ゆりかごから墓場までの保健指導や事業等を考え、その年代年代に合った指導をしていきたいと思っている。これら取りまとめたものを４月下旬あるいは５月の始めあたりに、短命返上に向け歯科医師会としてできることとして、市へ文書を出したいと思っているので、その際はよろしくお願いしたい。

「次世代の健康づくり」について
質疑応答、意見
（委　員） 低出生体重児、体重の低い子が青森県、青森市では全国的に比べて多いという話だが、その原因は何か。

（事務局）原因まではわかっていないが、青森市においても、出生数は減っているが低体重児は減らないという現状がある。２０代の女性のやせが、原因として考えられるかもしれないというところである。

（委　員）専門ではないけれども、原因がつかめなければなかなかやっていけないと思う。

「高齢者の健康づくり」について
質疑応答、意見
（委　員）私も高齢者となり、65歳以上になってみてはじめて、高齢者はこういうものだというのを実感している。皆、65を過ぎると、一年ごとに体力が無くなってきたと言う。50歳代から高齢になるとこのような状態になっていき、このような症状が出てくる人が何パーセントいるなど、早くに知っていただくようなアピールをしたほうが良いと思う。そうすればもっと早い段階からみんなが気をつけていくことにつながると思う。
「こころの健康づくり」について
　質疑応答、意見
なし

基本方向5について
　質疑応答、意見
（委　員）私から一つ、要望がある。地域、学校、企業、行政の連携のところであるが、学校を考えると、市教委のみならず、高校もあるので、県教委にも働きかけていただきたい。低体重児の出生に、若い世代の方々の生活が反映されるということであれば尚更、母親になるのに一番近い世代に対し、我々も関わっていけるような道筋を行政につくっていただきたいと思う。
· 全体を通して

事業方向の１から５まで説明が終わったが、特別何かあるか。

（委　員）計画については前向きで、良いと思う。しかし、何を行うにしても予算があり、そこが一番大変なところだと思う。
（事務局）皆様には十分にご検討いただく時間も無かったことから、本日のみならず、後日でもご意見をいただければと思う。

　4　閉会
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